
 
 

■詳しくは：韮崎市総務課防災交通担当  22-1111（内線339・399） 

http://www.city.nirasaki.lg.jp/docs/2013021607590/ 

先輩～、地元の消防団のことを教え

ていただけますか？ 

いいよ。どんなことかな？ 

色々な職業
の人たちと
知り合いに
なれるのは
良いですね。

地域で消防団を応援
する消防団サポート
店で優遇サービスも
受けられるんだよ。 

韮崎市消防団では、熱いハー
トを持った君たちの入団を待
ってます！！ 

よくわかりました。 
さっそく入団します！ 

注1：消防団員は地元を愛する熱い気持ちを持って、 

「自分たちのまちは自分たちで守る」をモットーに 

活動しています。 

注４：消防団員になる最大のメリットは、地域の仲間づ

くりです。同じ活動を通じて築かれた人のつなが

りは、生涯の財産になるでしょう。 

注５：韮崎市に在住、または勤務する 

１８歳以上の方が入団いただけます。 

地元を愛するみなさんの入団を待っています！ 
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◇韮崎市消防団出初式を行います◇

日時：平成２８年１月１０日（日） 
   午前９時より 

（※８時４５分より入場行進）
会場：韮崎市本町四丁目９番２号 

韮崎市営総合運動場グラウンド
   （※荒天時：韮崎市営体育館）
入場行進やポンプ操法等、日頃の訓練
の成果を披露します。 
ぜひ、ご覧下さい！！

お 知 ら せ

消防団って、すごく厳し
いイメージがあるのです
が？ 

そんなこと無いよ。火災の現場では注意を
欠くと怪我するから、規律は大事だけどね。

注２：一般社会と同様にルールの順守は大切ですが、 

   仲間とチームワークを大事にしていますので、 

   新入団員さんにも優しく指導しています。 

心
配
い
ら
な
い
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そうなんですね。 

僕にもできますか？ 

みんなそれぞれ職業
を持ちながら、地域
のために活動してい
るから大丈夫だよ。 

注３：消防団員は地域防災の要として無くてはならない

   存在です。活動には公務災害補償を受けられ、 

団員報酬（数万円程度）も支給されます。 

僕
に
も
で
き
ま
す
？ 
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◇◇◇ 消防団活動協力員・消防団協力事業所表示制度について ◇◇◇ 

近年、消防団員の確保が非常に厳しく、また、消防団員のサラリーマン化に伴い、災害発生時、迅速に現場に到着

できる団員が減少していることから、韮崎市では「消防団再編活性化検討委員会」の報告書に基づき、消火活動の後

方支援や初期消火などにご協力いただく「消防団活動協力員制度」や、勤務時間中における消防団活動や入団促進な

どに便宜を図っていただける事業所を認定する「消防団協力事業所表示制度」等を行っております。 

大切な「ひと」・「まち」を守るため、日夜活躍している消防団を支えるこれらの事業にご協力いただける場合は、

韮崎市総務課防災交通担当までご連絡ください。 

 

■お問い合わせ 韮崎市総務課防災交通担当（  22-1111〔内線339・399〕） 

韮崎市消防団サポート事業が始まりました 

◆消防団サポート事業とは                  ◆サポート店を募集しています！！ 

 消防団員に対し、サポート店として登録させていただいた    現在５９店舗の登録があります。サポート 

市内のお店から一定のサービス等の優遇措置を提供いただき、  店につきましては、随時募集しており、「登録 

消防団と地域の活性化につなげる取組みです。         申請書」を韮崎市商工会または 

◆本事業の対象者                      韮崎市総務課防災交通担当まで 

 韮崎市消防団員及び同居する家族              提出してください。 

◆サポート店登録店舗                     詳しくは、韮崎市総務課防災 

 韮崎市HPで登録店舗の詳細情報（優遇措置内容等）がご   交通担当にご連絡ください。 

覧になれます。 

年末年始の火災発生防止について 

この季節は空気が乾燥し、暖房器具等の火気を扱う機会も増えるため、野外での野焼きやストーブ等が原因で、

火災が非常に発生しやすくなります。 

住宅防火 いのちを守る “７つのポイント” 

■３つの習慣    

・寝たばこは、絶対やめる。 

・ストーブは、燃えやすいものから 

離れた位置で使用する。 

・ガスこんろ等のそばを離れるときは、 

 必ず火を消す。 

■４つの対策 

・逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置する。

・寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、 

 防炎品を使用する。 

・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を 

設置する。 

・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所 

の協力体制をつくる。 

地域の消防団活動へのご協力をお願いします 


